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古来、人のいのちを支えてきた「農業」。 

私たちクミアイ化学工業は、国産第一号の農薬を市場に提供して以来、

安全で効果的な農薬の研究開発・普及を図ることで、

人と自然の調和が織りなす豊かな実りを守ってきました。

日本での小さな一歩から始まった私たちは、

グローバル規模での食料の安定確保という課題に直面し、

世界に向けて大きく踏み出しています。

農薬の創製から製造・販売に至る一体化したプロセスにより、

さらなる研究の精度と製品の品質向上を目指して

人類共通の食料問題解決への挑戦を続けてまいります。

さらに、 2017年5月のイハラケミカル工業との経営統合により化成品事業も加わり、

人の暮らしを豊かにする製品・サービスの提供にも努めてまいります。

はじめに

　「クミアイ化学工業 CSR レポート 2019」は、当社のCSR基本方針に基づき、CSR
の課題、目指す方向性および取り組みの進捗をステークホルダーの皆さまにご理解
いただくことを目的に発行しました。
　本レポートの基本的な構成立てとして ISO26000 の中核主題に沿った形で取り
組みを掲載しています。またCSRの取り組みとSDGs（持続可能な開発目標）の関連
性も示す報告となっています。
　「農家のための農薬製造」という思いから始まった当社は、昭和から平成、そして
令和へと、時代の変化とともに農業生産に貢献することを事業の柱として歩んでま
いりました。設立70周年を迎えたことから、絶えず社会課題の解決に挑み続けてき
た製品開発の歴史を辿る特集を組みました。
　安全・安心な農作物を消費者の皆さまにご提供するためには、農薬を購入・使用す
る農家の皆さまに農薬を適正に使用していただくことが重要であると考えており、「消
費者課題」 で農薬の適正使用に関する情報・技術の提供活動について記載しています。
　今後、ステークホルダーの皆さまからいただくさまざまなご意見を十分に活かし
ながら、継続的なCSRの取り組みの向上につなげていくとともに、本レポートの充実
も図っていきます。

【報告対象期間】
2018年11月～ 2019年10月の取り組み期間を中心に報告していますが、一部、期間
外の活動や継続的な取り組みも取り上げています。定量データは、原則直近5年間の
経年推移を掲載していますが、各年度の算定期間・時期は当該データの注記を参照
ください。

【報告対象範囲】
本レポートは、クミアイ化学工業株式会社単体の活動報告となっています。ただし
P5 ～ 7の「クミアイ化学グループの事業活動マップ」、P26 ～ 28の「クミアイ化学グルー
プのCSR活動」などでは、グループ会社の取り組みを掲載しています。

【発行時期】
2020年1月（次号2021年1月予定）

【参考ガイドライン】
●ISO26000（社会的責任の国際規格）
●GRI「サスティナビリティ・レポーティング・ガイドライン」第4版
●環境省「環境報告ガイドライン2018年版 」
※報告書の記述について
本レポートには過去と現在の記述だけでなく、発行時点における
計画や将来の見通しを含んでいます。これらは記述の時点で入手
できた情報に基づく仮定や判断に基づくものであり、将来の活動や
結果が掲載内容と異なる可能性があります。

【SDGsに関する取り組み】
当社は2015年9月に国連で採択された「持続可能
な開発目標（Sustainable Development Goals：
SDGs）」の達成に向け、事業活動を通じ社会課題の
解決に貢献しています。当社は今後も、「いのちと
自然を守り育てる」ことを目指し、従業員一人ひと
りが日々の取り組みにおいて、SDGsの達成に向け
寄与していきます。

価値ある製品を創り、社会課題の解決へ

私たちは創造する科学を通じて

「いのちと自然を守り育てる」ことをメインテーマとし、

安全・安心で豊かな社会の実現に貢献します。

ー 企業理念 ー

1. 常に世界に目を向け、世界市場でリーダーシップをとるグローバル企業を目指す 

2. 常に新しい価値を創造し、顧客のニーズと信頼にこたえる

3. 常に高い目標に挑戦し、活力溢れスピード感ある人間集団を形成する

4. 常に透明性ある企業活動を通じ、全てのステークホルダーとの調和を図る

ー 経営ビジョン ー

ー ステークホルダーとの関わり ー
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　はじめに各地に甚大な被害をもたらした台風15号お
よび台風19号により亡くなられた方々に哀悼の意を表
しますとともに、ご遺族の皆さまにお悔み申し上げます。
　また、今年は、ほかの地域でも多くの自然災害が発生
しましたが、皆さまの安全と被災された地域の一刻も早
い復旧・復興を心よりお祈り申し上げます。

昨年度、初めて発行したCSRレポートの
反響をお聞かせください。

　「CSRレポート2018」を作成した最大の目的は社内に
CSR活動の認知と理解を促すことでした。レポートを
全従業員へ配布するとともに、事業活動マップをパネル
にして社内掲示するなど、さまざまな啓発を行いました。
農薬を製造する当社の事業が、CSRの観点で社会や地
域とどのように関わっているのかを見える化したこと
で、従業員の興味喚起と意識の向上につながったと思っ
ています。今後も継続してCSRの理解と浸透を図って
いくことが重要と考えています。

トップメッセージ

事業を通じたCSR活動をSDGsの視点で捉え直し、
企業理念の実現と従業員のやりがいに
つなげていきます。

自然を守り育てる」ことをメインテーマとし、安全・安
心で豊かな社会の実現に貢献します）は、当社の目指す
CSR活動を示していると考えられますが、長期的な視
点に立脚した企業理念と中期的なCSR基本方針との間
の架け橋となるものが必要となることから、中期経営計
画を紐づけました。「いのちと自然を守り育てる」という
理念のもとに開発、製造される当社の製品は、それ自体
がSDGsの課題解決に直結していながら、従業員の理解
が不十分でした。「攻め」と「守り」、それぞれのCSR活
動がSDGsの 17目標のいずれに貢献しているのかを明
示することで、日々の業務とCSR活動のリンクについ
て理解が図られ、実践する意義をより感じられるはずで
す。また当社におけるSDGsやCSRの取り組みをステー
クホルダーに提示するツールとしても機能します。
　たとえば、攻めのCSRで目標1「貧困をなくそう」を
掲げたことは、農薬そのものの社会的価値について捉え
直す機会になります。戦後間もない日本では、水稲除草
剤により農家が圃場で四つんばいになり草を取る過酷な
労働から解放されました。今、当社がインドで販売して
いる「ノミニー ®」も、その普及に伴って手取り除草の負
担を減らしています。インドの農家は除草にとられてい
た時間を使って工場で働き、農業外の収入も得られるよ
うになりました。当社が製造する農薬によって農作業を
効率化すれば、飢餓だけでなく、貧困をなくすことも可
能なのです。
　日本国内では農家の高齢化や後継者不足、耕作放棄地
の拡大といった問題が深刻化しています。一方で世界全
体に目を向ければ、人口増加に伴う食料の安定供給が求
められ、環境への影響を抑えながら農業の効率化に貢献
する農薬が求められています。解決に向けた道筋の一つ
が、AIやIoTを活用したスマート農業です。当社はド
ローンメーカーに出資して作物の生育や病虫害の発生に
合わせて農薬をスポットで散布する「空からの精密農業」
の開発を進めています。農薬は農産物を安定かつ大量に
生産するためには不可欠な資材です。適正に使用すれば、
農家や消費者に価値をもたらし、SDGsの目標をはじめ
とする社会課題の解決に貢献できると考えています。

リスク管理を含めた「守りのCSR」で
注力することは何でしょうか。

　まず、コーポレートガバナンスです。取締役会に次ぐ
重要な機関として経営会議、常勤役員会、各種委員会が
あり、これらをチェックする内部監査室というガバナン
スのフローが適切に機能しています。万一問題が発生し
た時に備えて、グループ会社も含めた内部通報制度を設
けています。さらに、従業員一人ひとりの意識を高める
ために、「規倫読本」という企業人としての心得と責任
をまとめた冊子を作り、グループ全社の役職員に配布

しました。個人情報保護や知財権などの法規からさまざ
まなハラスメント防止に至るまで一人ひとりが良識あ
る行動を行うために必要な知識を掲載しています。
　また、人材マネジメントに関して当社は中期経営計画
のスローガンに「幸せで日本一の永続企業」を掲げていま
す。今年度実施した「従業員幸福度調査」の結果、当社従
業員の幸福度が総じて高く、やりがいを持って働いてい
ることがわかりました。すべての部門で上司と部下、同
僚間の意思疎通を重視し、風通しのよい職場づくりを
図っていることや、時差通勤など従業員が働きやすい制
度を拡充していることが要因と認識しています。加えて
仕事を通して自己実現ができるように、「存在感」、「達
成感」、「将来への希望」を持つことの大切さを機会があ
るたびに従業員に説いて意識改革を促してきたことも大
きいと思います。今後、業務とCSRとの関連を理解す
ることにより当社で働くことの喜びと誇りが一層高まる
ことに期待しています。

CSRに関する今後の計画や課題を
お聞かせください。

　次年度の「CSRレポート2020」では、クミアイ化学グ
ループとしてのマテリアリティ（CSR重点課題）の公表
を目指しており、現在課題の抽出を進めています。
　2017年にイハラケミカル工業と合併し化成品事業に
進出したことにより、農薬中心だった事業領域がアラミ
ドやウレタンなどの高機能樹脂、電子材料や医薬品原料
などへと広がりました。原料メーカーや製造受託メー
カー、製品ユーザーなど、私たちのCSR活動を報告す
る範囲が広がり、機会も増えています。クミアイ化学グ
ループとしてSDGsとの関わりを含めたCSRへの取り
組みを社内外に伝え、理解と共感を得られるように努力
してまいります。
　ステークホルダーの皆さまの忌憚のないご意見やご指
摘、私どもに期待される点を、ぜひお聞かせください。
今後とも変わらぬご支援、ご鞭撻を賜りますよう、よろ
しくお願い申し上げます。

　決算説明会でCSR活動について報告し、株主総会に
出席された皆さまへもレポートをお配りするなど、社外
のステークホルダーにも当社CSRの情報発信に努めま
した。概ね良好な反響をいただき、当社の企業価値を高
める一助として一定の成果はあったと評価しています。
　今後の目標は、クミアイ化学グループ全体へCSRの概
念を広げ、グループとして取り組みを推進することです。
本レポート（CSRレポート2019）では、グループ各社の
活動紹介を組み込みました。また、来年度発行予定の

「CSRレポート2020」は、クミアイ化学グループのレポー
トとして情報開示する方針で、その準備を進めています。

SDGs活動概念を作成されたのは
なぜですか。

　SDGs活動概念(P11参照)は、当社としてのSDGsの
取り組みを分かりやすく示すために、「攻めのCSR」や

「守りのCSR」をコンパクトにまとめたものです。当社
の企業理念（私たちは創造する科学を通じて「いのちと



養鶏場の飼料に利用される
ファフィア酵母（P26③）

工場の排水処理剤で
環境保全（P28⑨）

農薬の適正使用の
推進

ファインケミカル工場
（P26② ③）

畦畔から豆つぶ ® 剤の
散布（P21参照）

マルチコプター
（ドローン）で

豆つぶ ® 剤の散布

製品の製造でも
環境に配慮（P19参照）

商品を保護し、
リサイクルに適した
紙箱・紙袋（P27⑥）

環境にも配慮した
製品の提供

消防服の
特殊繊維の原料

（P26②）

高速道路の法面などの
農薬を使用した

雑草防除（P26①）

農業教育の出前授業や
学生懸賞論文の募集

（P24参照）

静岡県菊川市の
「せんがまち棚田」の保全

（P25参照）

公正な事業慣行で、
世界中から

原料・資材を調達

環境に優しい
魚箱などの

発泡スチロール製品
（P27④）

システム・ソフトウェアの
開発・運用（P28⑧）

光ケーブルに使われる
特殊繊維の原料（P26②）

化成品のウレタン関連製品は、
ビルの屋上や高速道路の
防水材、テニスコート、
陸上競技場の走路に使用

太陽光パネル下面の
農薬を使用した

雑草防除（P26①）

国際行動規範の尊重と
各国の法令遵守に基づく

グローバル販売

安全で確実な
輸送・保管（P28⑦）

北海道福島町の
森林の維持・管理

（P20参照）

地域の
海岸清掃作業
（P25参照）

人々の暮らしを支える
公共工事など

建設工事の施工（P27④）

どんぐりプロジェクト®
（東日本大震災の

復興支援プロジェクト）
（P24参照）

「どんぐりプロジェクト®」は
東京ガス（株）の登録商標です。

入浴施設浴槽水の
レジオネラ属菌対策に
活用されるクロラミン

（P26③）

農薬を使用した
ゴルフ場の芝の保護

（P26①）

創造する科学で、
新たな価値を
提供する研究

原体工場、製剤工場
（クミアイ化学／ P27⑤）

工 場

研究所

毎日の食卓の
安全・安心

スマートフォンなどの
電子材料（P26②③）

法令を遵守して
製品をお届け

公園やグラウンドなどの
緑化工事・緑化管理

（P26①）

高速道路の建築材料や
自動車のタイヤに使われる
特殊繊維の原料（P26②）

（　）中の参照ページに活動の詳細を報告しています。
P26〜28の後の①〜⑨は、それぞれの活動に取り組むグループ会社の番号を示しています。
ご参照ください。
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クミアイ化学グループの事業活動マップ

自然と調和し、人の暮らしを支えるクミアイ 化学グループ



「いのちと自然を守り育てる」。創造する科学で、社会課題の解決に貢献する。

持続可能な社会の実現に貢献するために、クミアイ化学工業にできること。

昭和の農業課題の解決に貢献してきた研究開発

食の安全・安心とグローバル化の波の中で
未来へ。持続可能社会の実現に新しい価値を

四つんばい除草からの解放
　終戦直後の日本では、農業生産が戦前水準の約60％
に落ち込み、食料の確保が重要課題となっていた。庵原
農薬株式会社として発足したばかりのクミアイ化学工業
は、1950年に農薬の配給統制が撤廃されると同時にアメ
リカ・コルカー社の除草剤2,4―Dを製剤・販売し、農
家を“四つんばい除草”という重労働から解放して農業生
産力の発展に貢献した。この2,4―Dや戦後最大の農薬
といわれたパラチオンなど海外の農薬を製剤することで
培った技術が、「農家のための農薬製造」という創業の精
神に基づく国産農薬の開発につながった。
�

【1959年】 国産第一号となる農薬を開発し、
水稲栽培省力化のニーズに応える

　総合農薬メーカーとして躍進の原動力となったの
が国産農薬第一号の殺菌剤「アソジン®（有効成分名：
MAS）」。発売から10年間でイネ紋枯病防除剤市場の占有
率80％といわれるヒット商品となる。また、「アソジン®」
は、1961年頃から高まった水稲栽培の省力化ニーズに応
えて、病害と害虫の双方に効果を発揮する病害虫同時防
除混合剤の基幹剤として多くの新製品を生み出した。

�
有機水銀農薬の残留問題

（低残留性農薬への転換）

1960年代後半の日本は高度経済成長が続く一方で、急
速な重化学工業路線の推進による公害問題が多発した。当
社は農薬の残留性に対する社会的関心の高まりに先んじ
て、1962年から非水銀系イネいもち病防除剤の研究に注
力。1964年に、初の有機リン殺菌剤の開発に成功した。
�

【1967年】IBPを有効成分とした「キタジン®P」を発売
非水銀系農薬への政策転換に貢献

　1966年に発売した非水銀系いもち病防除剤「キタジ

世界市場における食料の安定供給と
環境負荷低減への対応
　減反政策や農作物の輸入増加などによる耕地面積の減
少、減農薬や有機栽培の普及などの要因によって、日本
国内の農薬市場は1989年頃から伸び悩んでいる。しか
し、地球規模では爆発的な人口増加を支える食料の安定
供給は大きな課題であり、農薬が果たす役割は重要であ
る。当社は早くから世界市場に向けた製品の研究開発を
進め、情勢の把握や実用化試験、外国企業との業務提携
を行ってきた。90年代には研究開発の成果が実を結び、
アメリカや東南アジアで大きなシェアを獲得。また、
環境負荷の少ない生物農薬は、海外市場でも高い評価
を受けた。
�

【1995年】 デュポン社と共同開発した「ステイプル」が
アメリカで約30％のシェア

　棉用除草剤「ステイプル（有効成分名：ピリチオバッ
クナトリウム塩）」はデュポン社と共同開発し、海外市
場への展開を加速。「ステイプル」は創製段階から海外
市場をターゲットにして開発された農薬である。1997
年にはアメリカの棉用除草剤においてシェアの約30％
を占めた。「ステイプル」から始まり、
水稲用除草剤「ノミニー®」、畑作・
芝用除草剤「アクシーブ®」へと続く
戦略的な事業のグローバル化は、海
外市場の拡大と世界農業への貢献を
実現した。
�

【1997年】 水稲用除草剤「ノミニー ®」を開発
　「ノミニー®（有効成分名：ビスピリバックナトリウ
ム塩）」は、効果や薬害が
土壌の種類や水分条件に
左右されることが少ない直播水稲用除草剤
で、人や動物への影響が少なく、極低薬量で
効くため環境への負荷も少ない。東南アジ
ア、中南米諸国で広く受け入れられ、農業
の発展を通じて、現地に暮らす農民のQuality�of�Life
の向上に貢献している。ビスピリバックナトリウム塩
は、新たな適用を研究する中で、雑草の作用症状の精
緻な観察と独創的な着想が功を奏して、「抑草剤」とい
う新たな市場を開拓し、「グラスショート®」や「ショー
トキープ®」として使われ続けている。研究員のアイデ
アと努力が除草剤「ノミニー®」にとどまらない「抑草
剤」の新たな顔作りに成功した。抑草剤は、水田畦畔、
農道などのほか、道路法面などで雑草の草丈を長期間
低く抑える薬剤で、水田畦畔などが裸地化して崩れる
のを防ぐほか、法面雑草管理において刈払機事故防止
や景観の維持につながるなど、従来の除草剤には担え
ない役割を果たしている。

化成品事業を有する総合化学メーカーへ
【2017年】「新生」クミアイ化学工業が誕生
化成品を新たな事業の柱に
　2017年5月のイハラケミカル工業との経営統
合により、「新生」クミアイ化学工業が誕生し、イ
ハラケミカル工業から継承した化成品事業を擁す
る体制を確立した。経営統合による新体制確立を
機に、農薬の開発製造で培った技術を活かして、
グループ内での製造を基軸にしてきた化成品を新
たな事業の柱に位置づけてアライアンスを強化。
ディスプレイ関連材料や半導体関連材料など、
新たな顧客ニーズに応える製品開発を推進して
いる。
�
新たな成長のロードマップとなった
2010年代のクミカ開発新規剤パイプライン
　2010年から2020年まで、当社は6つの開発新
規剤パイプラインを製品化することにより、水稲
用のみならず畑作用や園芸用の農薬を市場に投入
する。それらの製品が提供する付加価値は、環境
保全や農業の効率化といった課題に対応し、当社
の成長を支えている。

【2010年】 水稲用除草剤 ピリミスルファン
【2011年】 畑作用除草剤 アクシーブ®(ピロキサスルホン)
【2012年】 園芸用殺菌剤 ピリベンカルブ
【2014年】 水稲・芝用除草剤 フェノキサスルホン

フェノキサスルホンは低薬量で優れた
除草効果があり、水変動に強く高い残
効性に加えて、環境への影響が少ない
除草剤。水稲用初･中期一発処理除草剤
の「ガンガン」、「ヤブサメ」、「ベンケイ」、
「クミスター」の有効成分に使用されて
いる。

【2018年】 水稲用除草剤 エフィーダ®
（フェンキノトリオン）
「エフィーダ®」は、抵抗性雑草を含む
幅広い草種に対する効果と水稲に対す
る安全性の高さから、国内市場の基幹
剤として位置付け、水
稲用一発処理除草剤「エ
ンペラー」、「ベルーガ」、
「アバンティ」に配合され
ている。

【2020年】 水稲用殺菌剤 ジクロベンチアゾクス（予定）

ン®（有効成分名：EBP）」を改良した「キタジン®P（有効
成分名：IBP）」を1967年に発売し、売上は飛躍的に伸長。
「キタジン®Ｐ」の有効成分であるIBPの量産化により、
1966年に非水銀系農薬の使
用促進に関する通達を出した
農林省の政策転換に大きく貢
献した。独自の有機合成技術
を駆使した「キタジン®」の製
造技術は、後に化成品の開発
に活用された。
�
減反政策の一方で、農業人口が減少
　高度経済成長期の日本では産業構造が商工業へとシフ
トし、農業就労人口が急激に減少した。また、多様化す
る食生活により米が生産過剰となり、1971年から稲作
の減反が強化された。当社はこうした状況のなかで、付
加価値の高い農薬を提供するべく研究開発を推進し、積
極的な市場展開を図っていった。その過程で培った技術
は、グローバルな事業展開や新規事業を推進する原動力
となった。
�

【1970年】 水稲用除草剤「サターン®」を発売
全国水田面積の50.４％で使用される

　農作業省力化のニーズに応えて開発した「サターン®
（有効成分名：ベンチオカーブ）」は、ノビエなど水田・
畑地の一年生雑草の防除に優れた効果を発揮する除草
剤。1974年には全国水田面積の50.4％で使用され、当
社の成長と屋台骨を支える最初の大型商品になった。

　サターン®の原料の安定調達を目的として確立したト
ルエンの塩素化技術は、後に多彩な化成品の製造販売事
業へと発展。現在、この技術はイハラニッケイ化学工業

SU剤抵抗性雑草の発生が問題化
　1990年代後半になると、水稲一発処理除草剤に使わ
れているSU剤（スルホニルウレア系除草剤）に抵抗性を
持つ雑草が東北地方に出現し問題化しつつあった。安
全性が高く、長期にわたり効果を持続するSU剤は広く
普及していたため、抵抗性雑草の出現は農家の生産性
低下につながる大きな問題である。当社はSU剤に抵抗
性を持つホタルイ類やアゼナ類に効果を発揮する農薬
の研究に取り組み、「トップガン®」の開発に成功した。
�

【2001年】 ピリミノバックメチルを主成分とした
「トップガン®」がSU剤抵抗性雑草の切り札に

　2001年に発売したピリミノバックメチルを主成分と
する「トップガン®」は、SU剤抵抗性雑草の対策を成分設
計に付与した水稲/初・中期一発処理除草剤。価格より
も高性能を求める農家の潜在ニーズに合致し、
販売開始以来、累計201万ヘクタール※の水田
に使用された実績を誇る。ノビエ3葉期まで効
く水田の雑草防除の切り札として農業生産を支
えている。

�
【2010年】 有効成分数の低減と抵抗性雑草への効果を両立した

水稲用除草剤ピリミスルファンを開発
　ピリミスルファンは一発処理剤に混合されている有
効成分数の低減というニーズに
応えるとともに、SU剤抵抗性
雑草に対する効果を満たす水稲
用除草剤。ピリミスルファンを
有効成分として、さまざまな条
件でも安定した除草効果と残効
性を有する一発処理剤「ベスト
パートナー®」と「ヤイバ®」を
製品化した。
�

【2011年】 畑作・芝用除草剤「アクシーブ®」を開発
　畑作・芝用除草剤「アクシーブ®（有効成分名：ピロキ
サスルホン）」は販売開始から現在に至るまで、既存剤抵
抗性雑草の特効薬として着実に成長を続
けて海外市場の拡大を推進し、今日のク
ミアイ化学工業の業績を牽引する大きな力となっている。
�
食料自給率の低下と
農家の高齢化・後継者不足深刻化
　日本の食料自給率（カロリーベース）は1990年以降、
50％を割り込み、2010年には39％まで低下した。米だ
けが100％の自給率を維持しているが、農家の高齢化や
後継者不足が深刻化するなかで、21世紀においても農作
業の効率化・省力化は大きな課題である。当社は、90年

「Society 5.0」世界に先駆けた
「超スマート社会」
（IoT ／ AI ／ロボット／ドローンなどを
活用したイノベーション）
スマート農業の実現に向けた新しい取り組み
　高齢化や就農人口の減少といった農家の課題を
解決して、日本の食料自給率を高めるためには、
AIやIoT、ロボットなどの新しい技術を導入し
て省力化・効率化を可能にするスマート農業へと
シフトする必要がある。当社は、ドローンメーカー
に出資して共同研究を行い、空からの生育診断に
よる栽培管理を行う精密農業に取り組んでいる。
ドローンの自動操縦自動散布による省力化のほ
か、安価で導入しやすい散布装置を搭載したスー
パーボートの活用も農家に提案している。
　当社は、国内外におけるスマート農業の実現を
目指して、積極的に新たな有効成分や製剤技術の
開発に取り組み、ドローンやAIなどの先端技術
と融合することにより、農薬の可能性を切り拓い
ていく。

に継承され、海外に製造拠点を持つほどに事業を拡大し
ている。また、サターン®量産のカギとなったCOS量産
技術は、後年、他社品目の受託事業に発展した。
�
研究開発の促進により画期的な新規剤が続々誕生
　サターン®の後、1980年代には、「バシタック®（メ
プロニル）」や「パノコン®（フェノチオカルブ）」が発売
された。「バシタック®」は、水稲から果樹・野菜、花卉
まで広く使用できる殺菌剤として利用されている。「パ
ノコン®」は、既存剤とは異なる作用メカニズムのハダ
ニ防除剤として主にかんきつ類に使用された。この間、
株式会社ケイ・アイ研究所（現：クミアイ化学工業の創
薬研究センター）が1980年に設立され、新規薬剤の開
発研究の促進に拍車がかかる。ケイ・アイ研究所が創
業し、3年半後に有望な化合物の芽が見つかると、そ
の後次々と新規剤の発見が続いた。「新剤6剤」として、
1990年代に、①プロヘキサジオンカルシウム塩（ビビ
フル®）、②ビスピリバックナトリウム塩（ノミニー®）、
③ピリチオバックナトリウム塩（ステイプル）、④フル
チアセットメチル（アクション）、⑤ピリミノバックメ
チル（トップガン®の成分の一つ）、⑥メパニピリム（フ
ルピカ®）の開発・販売に至る。メパニピリムは、ビス
ピリバックナトリウム塩などの除草剤の合成研究から
生まれた同じピリミジン環を部分構造として持つ殺菌
剤である。「新剤6剤」は、当社が農薬のグローバル市場
で大きく躍進していく足がかりを築いた。研究・開発
面においては、作用メカニズム研究、毒性発現メカニ
ズム研究の強化につながった。ヒトや作物と対象病害
虫雑草との安全性面での選択性が重要であるが、作用
メカニズム研究、毒性発現メカニズム研究はその基盤
研究となる。作用メカニズム研究から新しい組み替え
作物選抜技術の開発につながり、植物形質転換選抜マー
カーセット「PalSelect®」が生まれた。

代から農薬を効率的に散布するための剤型開発に取り組
み、5年以上の期間を費やして豆つぶ®剤を開発した。
�

【2001年】 高齢化が進む農家の除草剤散布の
負荷を減らす豆つぶ®剤開発

　1990年代後半、農家の高齢化が進んだことから、農薬
の散布作業を省力化するため、散布量を減らす3キロ剤
から1キロ剤へ、手で投げ込むジャンボ剤やボトルから
原液を散布するフロアブル製剤など、さまざまな形状の
除草剤が登場した。当社が全く新しい発想で開発した豆
つぶ®剤は、水に浮かんで拡散するため少量の散布で済
み、均一にまく必要がない。10アール当たりの散布量は
わずか250gで、今まで1ヘクタール当たり１時間かかっ
ていた散布作業が10分で済む。当社の製剤技術が実現し
た豆つぶ®剤の剤型は水稲用一発処理除草剤「パットフ
ル®」に続いて「トップガン®」ほか、さま
ざまな製品に採用し、多くの農家に支持
されている。豆つぶ®剤は、現在では水
稲用の殺菌剤や殺虫剤にもラインナップ
が広がっている。
�
時代のニーズへの対応
　この間、殺菌剤分野においても新しい薬剤が開発され
た。世界的な重要病害である「べと病」や「疫病」を極めて
低薬量で防除できる殺菌剤ベンチアバリカルブイソプロ
ピル（プロポーズ®顆粒水和剤などの成分）、幅広い作物
と病害に適用可能なピリベンカルブ（ファンタジスタ®
顆粒水和剤）である。また、時代のニーズに対応するため
に、化学農薬だけでなく、生物農薬の研究・開発も進めた。
環境にやさしい農薬のニーズに対する答えの一つが微生
物農薬だ。当社が開発した「エコホープ®」をはじめとす
る微生物農薬「クミカエコシリーズ®」は自然の素材を綿
密に調査・研究し、培養技術や製剤技術を駆使して農薬
として利用可能な製品に磨き上げている。環境にやさし
く、消費者が求める安全・安心に応える未来の農薬の姿
がそこにある。
�

【2003年】「エコホープ®（有効成分名：トリコデルマ アトロビリデ）」
が切り拓く微生物農薬の可能性

　「エコホープ®」は微生物を有効成分としたイネ種子伝
染性病害防除剤。従来の種子消毒剤と異なる作用で、ば
か苗病、もみ枯細菌病、苗立枯細菌病などに高い防除効
果を示し、これらの病害の同時防除を可能にした。安全
性が高く、環境負荷が少ないことから環境保全型農業に
適した微生物農薬である。薬害の心配がなく、特別栽培
農産物において使用成分回数にカウントされない。有効
成分のトリコデルマ菌は土壌中の有機物を栄養源とする
微生物として知られている。

サターンRシリーズ

※（公財）日本植物調節研究会調べ、
2001年～ 2018年出荷量から推定

【1949年】 「庵原農薬株式会社」設立
クミアイ化学工業の前身は1928年に静岡県清水市（現静岡市）
に開設された柑橘同業組合です。その後、「農家のための農薬
製造」という精神を
引き継いで1949
年に設立された
「庵原農薬株式会
社」から70年の歴
史が始まります。

【1965年】イハラケミカル工業株式会社を設立
「キタジン®」の需要が高まったことから原体(有効成分)製造
を目的として「イハ
ラケミカル工業株
式会社」が設立され
ました。工場は、
静岡県庵原郡富士
川町（現�富士市）に
建設されました。

【1968年】 クミアイ化学工業株式会社に商号を変更
東亜農薬との経営統合によ
り「クミアイ化学工業株式会
社」に商号を変更し、年間売
上高145億円を超える日本
最大級の農薬メーカーとな
りました。

【2017年】  イハラケミカル工業株式会社と経営統合し
「新生」クミアイ化学工業が誕生

2017年5月、農薬の製造販売を担っていたクミアイ化学工業
と、原体製造を担っていたイハラケミカル工業が経営統合しま
した。さらに同年11月、ケイ・アイ研究所を吸収合併し、創
薬から製造販売までを一社で手掛ける農薬事業を軸に、「新生」
クミアイ化学工業と
して、イハラケミカ
ル工業から継承した
化成品事業を有する
体制となりました。

キタジンRP粒剤

1949
（昭和24年）

農薬取締法公布（1948）

1950　　1960　　1970　　1980
国連加盟（1956）
水俣病発生（1956）

東京オリンピック開催（1964）
第二水俣病発生（1965）
米の完全自給を達成（1967）

米の生産調整開始（減反政策）（1971）
第一次オイルショック（1973）
第二次オイルショック（1979）

日米農産物交渉合意による
牛肉・オレンジ自由化（1988）
食料自給率50％割る（1989）
昭和から平成に改元（1989）

1990                  2000                 2010
2015           2017           2019           2020

第1回地球サミット 国連環境開発会議（1992）
ガット・ウルグアイ・ラウンド農業合意 米以外の輸入制限品目の関税化（1993）
戦後最悪の米の不作 作況指数74（1993）
第３回気候変動枠組条約締約国会議 京都議定書（1997）

国連持続可能な開発のための
アジェンダ採択 SDGs （2015）
環太平洋パートナーシップ（TPP）協定（2016）

食料自給率40％を割る（2006）
ポジティブリスト制度導入（2006）

地球温暖化対策の国際枠組
「パリ協定」から米国離脱を宣言（2017）

世界人口70億人突破（2011）
国連持続可能な開発会議 リオ＋20 （2012）

平成から令和に改元（2019） 東京2020オリンピック・
パラリンピック開催

Corporate History

社会・農業の動き

クミアイ化学工業の動き

四つんばい除草からの解放　有機水銀農薬の残留問題（低残留性農薬への転換）　米の生産過剰 減反政策　園芸用（果樹・野菜）農薬の需要拡大

国産農薬の開発と原体合成・製剤の一貫化                      国内農薬のトップメーカーへ躍進

市場ニーズに応える新剤への挑戦             研究開発型グローバル企業への展開

化成品事業を有する総合化学メーカーへ              事業を通じた持続可能社会への貢献 

食料自給率の低下　　　SU 剤抵抗性雑草の発生が問題化　　　残留農薬問題　　　農家の高齢化・後継者不足深刻化　　　世界人口爆発 食料不足懸念

国内人口減少時代　　　      「Society5.0」世界に先駆けた「超スマート社会」（IoT ／ AI ／ロボット／ドローンなどを活用したイノベーション）提唱

®はクミアイ化学工業株式会社の登録商標です。

KUMIAI CHEMICAL INDUSTRY CSR REPORT 2019KUMIAI CHEMICAL INDUSTRY CSR REPORT 20198 KUMIAI CHEMICAL INDUSTRY CSR REPORT 2019 109

クミアイ化学工業は設立以来、日本の農業とともにありました。
農家の皆さまに寄り添い、農業現場が抱える課題と向き合うことで、有効な農薬の開発はもちろん、
農作業の省力化や環境負荷の低減など、時代の要請に応える製品づくりに注力してきました。
それはまさに日本の農業発展とともに歩んだ70年間。
現場に支持される製品は、国内農業の需要に応え、現在はグローバルな食料の安定供給にも貢献しています。
さらに農薬の開発によって確立した技術を応用することで、社会インフラを支える化成品も提供しています。
絶えず社会課題の解決に挑み続けてきた製品開発の歴史を辿ります。

特集  クミアイ化学工業 製品開発史

創造する科学で農業の発展に寄り添い続  けた70年。
社会課題と対峙した開発の歩み
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クミアイ化学工業
SDGs活動の全体像

組織統治

業務の適正化と経営の透明性を高める体制

　クミアイ化学工業は、「業務の適正を確保するための体制
（内部統制システム）に関する基本方針」を定めています。
　この基本方針に基づいて、内部統制システムを適正に運用
するための具体的な業務プロセスに沿った「水準」を示す「内
部統制システム運用管理規則」を定め、適正な運用を図って
います。
　また、主要なグループ企業に対して「グループ企業の内部
統制システムの整備・運用のためのガイドライン」を設け、
会社の規模に関わらず各社が「業務の適正を確保するための
体制（内部統制システム）に関する基本方針」を定めています。
　さらに、クミアイ化学工業は、「財務報告に係る内部統制
の基本方針」を定めています。この基本方針に基づいて、組
織の業務全体に係る財務報告の信頼性を確保するために、
財務報告に係る内部統制の適正な整備・運用に取り組んで
います。

クミアイ化学工業は、お客様や株主様をはじめとするステークホルダーの皆さまからの
信頼と期待に応えるため、コーポレートガバナンス（企業統治）体制の強化・徹底による
経営の透明性・健全性の向上に取り組んでいます。誠実な経営体制の構築と公正かつ迅
速な意思決定により、グループ全体の持続的な企業価値の向上を図ることが目的です。

Corporate Governance
企業理念とCSR基本方針

SDGs活動概念

CSR基本方針

●働きがいと人材の育成・活用
●労働安全衛生　　●ダイバーシティ

企業理念の下、研究開発型企業としての特
徴を活かして、中期経営計画に則り、社会
にとっての重要課題に取り組んでいきます。

中期経営計画
（経営基本方針、経営数値目標）

本業を通じた社会課題の解決
農薬および農業関連分野

　農業のイノベーションにつながる農薬の
研究・開発・製造・販売

化成品分野
　生活の安全・安心を支える素材の研究・開発・製造・販売

企業理念

攻めのCSR

守りのCSR

私たちは創造する科学を通じて
「いのちと自然を守り育てる」ことを

メインテーマとし、
安全・安心で豊かな社会の実現に貢献します。

コンプライアンス・リスクマネジメント
（社会への責任と社会からの信頼）

●リスクマネジメントの推進
●コンプライアンスの実現
●品質管理（ISO9001）と
　製品安全・消費者安全
●環境保全（ISO14001）と
　エネルギー・資源の使用量の削減

人材マネジメント
（従業員が仕事を通じて自己実現できる経営基盤）

ステークホルダーとの
パートナーシップ

（ステークホルダーとのTotal Win）

●IRコミュニケーション
●顧客コミュニケーション
●地域コミュニケーション

設立から70周年を経た今、
当社の事業に対する理解と共感を醸成するために、
SDGsとの関連性を整理して
今後取り組むべき重点課題を特定する作業を進めています。
製品を通じて社会へ新しい価値を創造する攻めのCSRと、
社会要請に応えるために企業として果たすべき義務と
責任を全うする守りのCSRを明確にし、
その推進によって企業理念の実現につなげます。
企業理念とCSR基本方針、
SDGs活動という観点で捉えたものが以下の全体像です。

コーポレートガバナンス体制図

　以下の通りコーポレートガバナンス体制を構築しています。

クミアイ化学グループ経営トップ戦略会議

　グループの経営方針や経営戦略の共有とグループ内の内
部統制システムの強化を図るために、当社の役付取締役、
常勤監査役および本部長と、グループ企業の社長および管
理担当取締役を構成員として、年３回、「クミアイ化学グ
ループ経営トップ戦略会議」を開催しています。また、下
部組織として、経営トップ戦略会議の内容を実務へブレイ
クダウンする「総務部会」と連結決算を円滑に進めるための

「経理部会」があります。

予算委員会
品質保証委員会
環境安全委員会
コンプライアンス委員会
リスク対策委員会

会計
監査

会計
監査

通報

総務部会 内部
監査

連携

連携

経営方針・戦略の伝達・指示　

経営状況・事業実績の報告　

選任／解任選任／解任 選任／解任 報告

●議長
●メンバー

●事務局

親会社の社長
親会社の役付取締役、常勤監査役及び本部長、
国内子会社（子会社の子会社除く）の社長、
経営管理担当役員、
経営企画部、CG統括室

［事務局］

［事務局］

報告

報告

通報

内部
監査

CGシステム

連携

監査役
監査

選任／解任

会
計
監
査
人

監
査
役
（
４
名
全
員
社
外
監
査
役
）・
監
査
役
会

株主総会

グループ会社

グループ企業
ヘルプライン窓口
（専門会社）

取締役会長／取締役社長

常勤役員会
（月 2回開催）

経営会議
（適宜開催）

内部
監査室●CG統括室

　（コンプライアンス・品質保証・
      環境安全・リスク対策）
●経営企画部
　 （経営計画統制・グループ統制）

各
業
務

部
門

﹇
統
括
﹈

Ｃ
Ｇ
統
括
室

担当役員

クミアイ化学グループ経営トップ戦略会議

取締役会
（原則月 1回開催）

取締役 13名
（うち社外取締役 3名）

経理部会

Voice

　当社はコーポレートガバ
ナンス体制図に示す通り、法
令・倫理の遵守、経営チェッ
ク機能を発揮する管理体制
を整備し、コーポレートガ
バナンス体制の強化に取り
組んでおります。

　また、クミアイ化学グループ経営トップ戦略会議を
設置し、当社社長がその議長を務めております。グ
ループ企業各社に対する基本理念の浸透に加え、経
営戦略並びに中期および単年度経営方針を共有する
とともに経営状況を把握しております。また、この経
営トップ戦略会議の下に総務部会、経理部会を置き、
子会社の実動部隊にまでこの方針を浸透させること
でグループ全体の企業価値の向上を図っております。

コーポレートガバナンスの
さらなる強化を推進していきます。
クミアイ化学工業 専務取締役

（コーポレートガバナンス統括室担当）　高木 誠
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Voice

人権と労働慣行 人権の尊重

　クミアイ化学工業は、企業活動において出生、国籍、人種、
民族、信条、宗教、性別、年齢、心身の障がいや性的マイノ
リティなどを理由とした差別を行わず、基本的な人権を尊重
することを行動規範に掲げています。
　海外で展開する事業においても、世界各地のさまざまな文
化や慣習を尊重すると同時に、当社の事業活動を通して現地
の発展に貢献すべく努力しています。また、児童労働・強制
労働などの人権侵害に加担することなく、これらの排除・廃
絶に向けた国際的な取り組みを支持し、すべての人々の人権
が守られる社会の実現を目指します。
　私たちは、企業市民として社会への責任を果たし、より深
い信頼を得るために、国際行動規範の尊重などISO26000（社
会的責任の国際規格）の視点を踏まえたグローバルな社会的
責任の理解と実行のために、従業員の啓発と教育に努め、意
識向上を図っています。

外部講師による
新入社員向け営業研修＆フォローアップ研修

　通常の新入社員研修に加えて、国内営業本部では、講師
（株式会社セールスアカデミー）を招へいして、新入社員に向
けた配属前の営業基礎研修と配属後の9月および翌年1月に
フォローアップ研修を実施しています。クミアイ化学工業の
一員として農薬製造・販売事業に取り組むために必要なマイ
ンドやスキルから、一人の社会人として尊重すべき人権やダ
イバーシティの重要性を学ぶことが目的です。一方的な座学
ではなく、ロールプレイングやプレゼンテーション、グルー
プでのディスカッションを交えた研修により受講者の一人ひ
とりが考え、アウトプットすることで、より深い理解を促し
ています。

　入社後すぐに受けたセールスアカデミーの
研修では、クミアイ化学工業で働くことに対
する意識づくりから営業の仕事のプロセスに
ついて10日間しっかり学びました。最も印
象的だったのは「営業はお客様のお役立ち業」
であるということです。常にそれを意識しな

がらお客様と接することで、深い信頼関係を
築けるようになりました。異動した後も、担
当していたお客様から連絡をいただけるの
は、とても喜ばしいことです。営業の現場に
出る前に、実践的な研修を受けた成果だと
思っています。

ダイバーシティの推進

　クミアイ化学工業は、多様な人材が生き生きと働き、能力
を最大限に発揮できる組織風土の醸成や各種制度の整備を通
じて、ダイバーシティの推進に積極的に取り組んでいます。
　当社の人事施策の策定・運用にあたっては、女性の活躍推
進、高齢者および外国人の雇用に注力し、一定の成果を上げ
てきました。多様性を尊重する職場環境は一般社員の働きや
すさにもつながり、新卒入社３年以内の離職率はゼロに近い
水準で推移しています。
　障がい者の雇用においても、職業能力の向上と働きがいを
提供する環境づくりに努め、一時的に障がい者雇用率が低下
した時期もありましたが、現在は、障害者雇用促進法に定め
られた法定雇用率を維持しています。

従業員幸福度調査の実施

　クミアイ化学工業は、中期経営計画のスローガンの一つに
「幸せで日本一の永続企業」を掲げています。そのための現状
把握として「従業員幸福度調査」（外部業者によるアンケート
調査）を実施しました。総合満足度は製造業一般と比較して
高く、会社のブランドを背負って働く意識、従業員としての
誇り、入社および在職の肯定意識などに高い傾向が認められ
ました。要因解析として満足度を高めているのは、「会社の

将来性」、「職場の人間関係（上司との関係）」であることが判
明しています。一方、さらなる満足度向上のために浸透すべ
き点として「公平性」、「異動の際の配慮」が挙げられました。
抽出された課題の改善を図り、従業員幸福度の一層の向上を
目指します。

共和会活動で役職員と家族の交流を推進

　クミアイ化学工業では、役職員の親睦と福利厚生や相互共
済を図る目的で「共和会」を設置しており、本社・事業所に
14の支部があります。各支部では、定期的にさまざまな活
動を行っています。
　富士支部では年に一度バス旅行を実施。2019年度ははま
まつフルーツパークでのイチゴ狩りとバーベキュー、浜松航
空自衛隊広報館エアーパークでの施設見学を行いました。今
後も役職員とそのご家族との親睦を深め、リフレッシュでき
るイベントを通じて、働きがいを高め、豊かな暮らしをバッ
クアップします。

クミアイ化学工業は、あらゆる企業活動に際して基本
的人権の尊重を最優先に考え、雇用や人材の活用に
おいて多様性の重視を徹底しています。さらに、ダイ
バーシティの推進や社内のコミュニケーションを促進
することにより、従業員一人ひとりが働きやすい環境
整備に努めています。

Human Rights and Labor Practices

お客様との信頼関係を築くための根幹となる意識を習得します。
クミアイ化学工業 国内営業本部企画普及部普及課　籔下 正明

入社人数

3年目離職者

離職率

21人

1人

4.8%

21 人

0人

0.0%

23 人

2人

8.7%

31 人

0人

0.0%

36 人

1人

2.8%

入社年度 　  2013年度  2014年度  2015年度  2016年度  2017年度

●新卒採用者定着状況（3年目までの離職者数）

障がい者
雇用率

法定
雇用率

1.7%

2.0%

2.1%

2.0%

1.4%

2.0%

2.5%

2.2%

2.8%

2.2%

2015年
6月

2016年
6月

2017年
6月

2018年
6月

2019年
6月

●障がい者雇用率の推移

美味しいお肉で
子どもたちも大喜び

旅の最後に記念撮影

研修中の様子
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公正な事業慣行

クミアイ化学工業は、グループ全社で法令や社会規範
の遵守を徹底し、公正・誠実な事業活動に取り組んで
います。従業員一人ひとりが倫理的価値観を共有し、
お客様の信頼と期待に応えることへの誇りと責任の
もとに、取引先の地位や権利を尊重して公正かつ健全
な関係性の維持に努めています。

Fair Operating Practices

クミアイ化学の行動規範

　クミアイ化学工業は、役員および従業員の反道徳的な行動
やマナー違反などにより企業の信用、ブランド価値、企業イ
メージが傷つき、著しく低下するようなリスクを防ぐために、

「クミアイ化学行動規範」を定めてコンプライアンス基盤の強
化に努めています。
　 企 業 倫 理 に と ど ま ら ず、 国 際 行 動 規 範 の 尊 重 な ど
ISO26000（社会的責任の国際規格）の視点を踏まえたグロー
バルな倫理的価値観と責任を理解し、関係するすべてのス
テークホルダーからの信頼と期待に応えられるよう取り組ん
でおり、行動規範に則る行動を実現するために、法令、社内
規程、各種ガイドラインなどに基づき、守るべき事項をまと
めた「行動基準」と、行動基準の理解を助けるために、Q＆A
形式で細かな要点をまとめた「行動基準Q＆A」を定めていま
す。加えて、役員および従業員として良識ある行動を取るた
めに、守るべきこと、守ることが望ましいことを具体的にま
とめた「倫理基準」を定めています。

独占禁止法・下請法への対応

　クミアイ化学工業は、安全で高品質な製品とサービスの提
供を喜びとし、誠意をもって公正な販売・購買活動と適切
な広報活動を行うことにより、お客様およびお取引様との
Total Winな関係性の構築を目指しています。
　お取引先様の地位や権利を尊重し、良識の範囲を超えた過
剰な接待・贈答を禁じ、関連法令や公正な商習慣に従って健
全な関係を維持します。
　国内での販売・購買関連法令では、カルテルや談合などの
不当な取引制限、私的独占の禁止、優越的地位の濫用などの
不公正な取引方法の禁止、事業者団体の活動規制、企業結合
の規制等、独占禁止法・下請法の遵守を重視しております。
海外でも競争法遵守を意識した公正な販売・購買活動を行っ
ています。
　事業活動に関わるサプライチェーンの構築においては、前
出の独占禁止法・下請法・競争法遵守はもとより、CSRの
推進や国際行動規範の尊重に配慮した適切な事業活動を行う
べく、グループ全社に徹底しています。

コンプライアンス教育

　クミアイ化学工業は、コンプライアンス体制の強化と企業
倫理の浸透を図るため「クミアイ化学行動規範」において、法
規範（社内規程類を含む）、社会的規範の尊重、企業倫理など
に関する研修を定期的に行うことを定めています。
　業務に携わるすべての従業員がクミアイ化学工業の倫理的
価値観に基づき行動することにより、強固なコンプライアン

ス基盤の構築・維持に努めています。
　具体的な取り組みとしては、各部門・事業所ごとにコンプ
ライアンス教育計画を作成して実施管理するほか、外部講師
を招いて教育講演会を開催し、コンプライアンス意識の向上
を図っています。
　また、定期的にコンプライアンスに関する意識調査を行い、
認識・浸透の度合いについて評価した結果を、教育計画に活
かしています。さらに、コンプライアンスについて周知徹底
を図るために、チラシやメールマガジンを定期的に発信して
おり啓発・浸透に大きな成果を上げています。
　さらに、クミアイ化学グループの役職員に求められるコン
プライアンスのレベルや倫理観を理解してもらい、コンプラ
イアンス意識を根付かせるために、2019年度はオリジナル
のコンプライアンス小冊子を製作してグループ企業を含む全
役職員へ配付しました。

リスク管理体制

　クミアイ化学工業は、平時のリスク対応としては、「リス
ク管理規則」に基づき、コーポレートガバナンス統括室がリ
スク管理を統括・推進しています。さらに、「リスク対策委
員会」で全社的または組織横断的なリスクおよび部署別リス
クの洗い出しと対応策を取り纏めるとともに、各部署のリス
ク情報を集約して、共有化を図っています。
　重大なリスクの発生など有事の対応は、経営リスク管理規
程に基づき、リスク対策本部が設置され、対策の決定や対外
的な対応などを行う体制になっています。

SDGs勉強会

　クミアイ化学工業は、管理職者を中心に事業活動におけ
るさまざまなリスクの再認識と社会規範の遵守徹底を図る
目的で、外部講師（株式会社オルタナ／オルタナ総研）を招
き、SDGs勉強会を実施しました。社会的関心が高まってい
るSDGs、CSR、ESGの観点から企業の行動規範、法令遵守、
公正な取引、企業不祥事の防止など、リスクマネジメントに
関する事例を学び、ネガティブ・インパクト（負の影響）につ
いての理解を深めました。
　また、取引先とのパー
ト ナ ー シ ッ プ の 強 化 や
ジェンダー平等、社会的
課題起点のビジネス創出
な ど、SDGsが 掲 げ る 目
標の達成に貢献すること
でポジティブ・インパク
ト（企業価値の創造）の最
大化につながることも共
有 を 図 り ま し た。 今 後、
社内浸透と具体的実践を
目指していく考えです。

Voice
　コーポレートガバナンス統括室では、各部
署が抽出したリスクの対応策、進捗、課題に
ついて、各部署とヒアリングを行いながら
PDCAサイクルを回すことをサポートしてい
ます。
　リスク管理は内部統制の要であり、適切な

リスク管理が重要であるという共通認識を持
つためには、リスク文化の醸成と浸透が大切
であると考えています。

リスク管理は内部統制の要であることを認識することが大切です。
クミアイ化学工業 コーポレートガバナンス統括室長　三浦 一郎

コンプライアンス研修の様子

SDGs 勉強会の様子
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静岡工場における取り組み

●保安・安全活動

　静岡工場では、従業員への安全教育として年1回「安全大会」
を行い、安全に関する講演や設備説明会を実施しています。
また、プラント対抗の失敗語録やＫＹＴ（危険予知訓練）イラ
ストシートを作成するなど趣向を凝らしたプログラムも取り
入れています。「安全大会」で寄せられた現場の意見をもとに、
今後の対策などについて検討する安全操業会議を毎月運営し
ています。このほか、製造に関わるリスクアセスメント、使
用する化学物質の危険性、万一の時の対応などを周知徹底す
る目的で、製造開始前に行う生産前教育も実践しています。
　工場における安全診断として外部のコンサルタントに委託
し、内部の従業員には気づきにくいリスクの抽出を行ってい
ます。これによりレベルの高い改善につながった事案もあり、
ほかの工場でも導入を始めています。
　さらに、各プラントに「ヒヤリハットノート」を設置し、担
当者が気づいた小さなリスクを現場報告として漏らさず収集
する取り組みを実行中です。報告には作業長、課長、工場長
がコメントをつけてフィードバックすることで、現場の共有
と報告意欲の喚起につながっています。

●防災と労働安全衛生

　静岡工場における防災活動として、月1回の自衛防災隊各
係別の基礎訓練とともに年2回の総合防災訓練（漏洩事故、
地震）を実施しています。ここ数年来、漏洩事故災害訓練の
際には富士市西消防署の参加・協力のもとに実践的な指導を
受けています。また、富士市防火協会に加盟し、操法大会や
出初式などの行事参加を通じて協力関係を深めています。
　従業員の労働安全衛生にも力を入れており、安全衛生年間
計画のもとに月例の教育を各部署で実施し、健康の維持と増
進を図っています。

小牛田工場、龍野工場における取り組み

　小牛田工場と龍野工場では、毎年総合防災訓練（漏洩事故、
地震）を実施しています。この訓練では、火災、漏洩事故、
負傷者の発生を想定し、消火班による消火活動や応急救護班
による負傷者への応急処置や搬送訓練などを行っています。
　近年、日本各地で地震や豪雨などの自然災害が増えていま
す。こうした災害は自分たちの職場でも起こり得るという意
識を持って、一人ひとりが真剣に訓練に取り組んでいます。
また、漏洩事故は起こさないことが一番の防災ですが、万が
一起こった場合、適切に対処できるようにさまざまな状況を
想定して訓練に当たっています。訓練を行うことで、実際に
災害や事故に遭った時に従業員や設備への被害を最小限に抑

えるのはもちろんのこと、地域住民の皆さまをはじめとする
ステークホルダーの心身の健康を守ることにもつながってい
ると考えています。

クミアイ化学工業は、従業員の健康づくりの支援な
どさまざまな安全衛生活動に取り組んでいます。ま
た、農薬を製造する化学メーカーとして、工場におけ
る万一の事故や、大規模な自然災害の発生に際して、
従業員の安全・安心を守り、周辺地域に影響を及ぼ
さないように、安全教育と防災訓練による安全活動
を推進しています。工場の安全診断を社外に委託す
るほか、地元消防団への協力・指導など地域社会と
の連携により事故・災害への備えを徹底しています。 

安全衛生
Occupational Safety and Health

龍野工場での総合防災訓練の様子

従業員の健康づくりを支援する取り組み

　クミアイ化学工業の従業員が加入している報徳同栄健保組
合では、検診費用の補助をはじめ、さまざまな事業を実施し
て健康づくりを支援しています。
　人間ドック、脳ドックについては、一定条件を満たした加
入者への特別事業補助により、受診を奨励しています。また、
成人病予防を目的とした「健康づくり運動」に取り組み、従業
員一人ひとりが自分の体力に合った運動を継続できる環境の
整備に努めています。

100% 100% 100% 100% 100%

2015年 2016年 2017年 2018年 2019年

●定期健康診断の受診率

Voice Voice

　工場で生産活動を行うに
あたって、大前提となるの
が安全最優先です。従業員
やステークホルダーの皆さ
まの心身の健康を守れなけ
れば、いくら良い製品を安
く作っても意味がありませ

ん。安全最優先を実現するためには、従業員一人ひ
とりが自分の行っている作業にどんなリスクがある
かを知り、考えることが重要です。そのために日々
のミーティングや定期的な勉強会で過去の事故事例
を学び、リスクアセスメントを行い、知識や考える
力を身に付けています。

　報徳同栄健康保険組合は

1963 年 5 月 に 国 の 健 康 保
険事業を代行する公法人と
し て 認 可 設 立 さ れ て 56 年
が経過し、現在はクミアイ
化 学 グ ル ー プ を 中 心 に 22
事業所、被保険者数約 2,440

名で活動運営しています。高齢者医療制度への拠
出金負担が増加するなか、各事業所および被保険
者からの保険料などを資金にして、疾病予防や健
康増進等の事業展開で医療費の適正化を図り、被
保険者および被扶養者の皆さまが健康に暮らせる
ように運営しています。

リスクアセスメントを実行することで
安全の徹底を図っていきます。
クミアイ化学工業　生産資材本部生産部　
龍野工場品質保証課 課長 平岡 学

従業員の健康維持と増進を図るべく
適切な活動運営を行います。
報徳同栄健康保険組合理事長  加藤 進 様



KUMIAI CHEMICAL INDUSTRY CSR REPORT 201919 20KUMIAI CHEMICAL INDUSTRY CSR REPORT 2019

環境方針に基づく取り組み

　クミアイ化学工業は、環境マネジメントシステムを確立・
実行し、継続的改善により環境負荷を軽減するという方針
のもと、従業員一丸となって地球環境の保全に取り組んで
います。
　農薬の原体・製剤の生産を業務としている当社は、生産に
係わるすべての業務活動の中で、環境への影響が大きいと考
えられる以下の項目について継続的な改善を図ることによ
り、積極的に環境汚染の予防に努めています。
①省資源・エネルギーの推進
②３R（Reduce、Reuse、Recycle）の推進
③産業廃棄物の削減・適正処理
　さらに、環境に関連する法規およびその他の要求事項を遵
守するとともに、レベルの高い自主基準を設けて、エネルギー
使用量やCO2 排出量の維持と改善に注力しています。
　特にPRTR※で定められた第一種指定化学物質の排出・移
動量については、2015年度からの4年間で大きく削減でき
ました。
※ Pollutant Release and Transfer Register：化学物質排出移動量届出制度

製剤工場における取り組み

　龍野工場では、生産活動により発生する農薬成分を含む排
水を、活性汚泥処理法と凝集沈殿処理法を併用して無害化を
図り、公共の下水道へ放流しています。
　活性汚泥処理では、空気を送り込んで曝気した水槽内で、
排水中の有機物を好気性微生物（活性汚泥）の代謝を利用して
分解し、沈殿槽にて汚泥と分離した上澄み液を1次処理水と
して地下ピットに貯留します。
　凝集沈殿処理では、地下ピットから反応槽に汲み上げた1
次処理水に凝集剤を添加して、1次処理水中の浮遊物を凝集・
沈殿させて分離した上澄み液を最終処理水として公共の下水
道へ放流しています。
　毎日の設備・薬液管理に加え、専門業者による運転維持管
理を週に１回実施して、
最終処理水の水質が法
による基準値を超過し
ないよう厳しい管理を
実施しています。

有効年延長による農薬廃棄物の削減

　農薬の有効期限は、農薬メーカーによる保存安定性試験の
結果をもとに、法律に基づいて品質保証できる期間を決めて
います。時間の経過とともに有効成分が分解したり、物理性
が変化することがあるからです。しかし、こうした品質変化
は、農薬製剤の処方（補助剤の種類や配合量）や包装形態を適
切に選ぶことによって抑えられます。クミアイ化学工業は、
できるだけ長い有効期限を設定するように、開発段階から製
剤処方と包装形態の最適化を図るとともに、精度の高い保存
安定性試験を実施し、農薬廃棄物の削減に取り組んでいます。

北海道の山林を維持・管理し
生物多様性の保全に貢献

　クミアイ化学工業は、北海道福島町に約640 ヘクタール
(面積換算で東京ドーム136個分)の山林を1974年に取得
し、地元の森林組合と契約して維持・管理しています。山
林の間伐・下刈りなどの保全活動が樹木の生育を促し、年間
2,400トンのCO2 を吸収することにより、温室効果ガスの抑
制効果を最大にしています。
　さらに、土壌の涵養により近隣の海へ十分な栄養が行き渡
り、名産品のいかや昆布の育成に良好な影響を与えています。
また、良質なスギやマツの木材を供給するとともに、管理活
動が地元の雇用につながるなど、豊かな自然環境を保全しな
がら、地域の活性化にも貢献しています。

クミアイ化学工業は、農薬メーカーとして市場ニーズ
に即した安全・信頼性の高い農薬の製造に全力を傾け
ています。また、“環境にやさしい”農薬の開発に努
めるほか、山林や棚田の保全、環境マネジメントシ
ステムに基づいた生産活動のなかで、工場が適切な
環境保全管理を実施するなどの幅広い環境活動に取り
組んでいます。

環　境
Environmental Activities

●エネルギー使用量（原油換算, キロリットル/年）
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●CO2 排出量（トン/年）
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●PRTR第一種指定化学物質の排出・移動量（トン/年）
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化学物質名 2014 ～2018 年平均
排出・移動量（トン/年）
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1 

①トルエン 

②N,N- ジメチルホルムアミド

③塩化ベンジル

④クロロベンゼン

⑤塩化メチレン

活性汚泥処理設備

凝集沈殿処理設備 北海道福島町の山林

Voice
　龍野工場では、農薬の生産活動により発生
した排水を適切に処理することで、環境の維
持改善を図っています。生産系列から発生し
た排水は廃水処理設備に集約され、微生物の
代謝を利用した活性汚泥法と化学薬品の化学
的作用を利用した凝集沈殿法の2つの処理法

で排水を浄化し、無害化した後に公共の下水
道に排出します。活性汚泥法の要である微生
物が元気に活躍できるよう、日々、設備・機
器の運転管理を行っています。

環境負荷を低減するため工場排水の適切な処理を行っています。
クミアイ化学工業　生産資材本部生産部　龍野工場総務課　栗岡 秀明
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お客様との交流で意見を交換し、
開発・製造にフィードバック

　クミアイ化学工業が販売している製品について、農家の皆
さまに製品の理解を深め正しく有効に使用していただけるよ
うに日頃から交流活動を行っています。
　その一例が豆つぶ ® 剤の実演会です。高齢化する農家の農
薬散布作業を軽減するために生まれた豆つぶ ® 剤は、従来に
無い剤型と散布方法を実現したことから、全国各所で実施す
る展示会などで情報交換の場を設けています。当社工場の視
察や現地圃場での実演会では、実際に豆つぶ ® 剤の散布体験
をしていただき、使用方法や省力性を確認してもらっていま
す。見て、触って、散布を体験してもらうなかで農家の皆さ
まが抱える課題や要望について意見交換をしながら、その内
容を開発・製造にフィードバックしています。

豆つぶ ® 剤のラインナップの充実で
飛散防止や熱中症リスクを軽減

　豆つぶ ®剤を開発した当初は水田除草剤のみでしたが、ご
利用いただいた多くのお客様に簡易な散布方法が高く評価さ
れ、ラインナップの充実を求める声が当社に寄せられました。
現在では本田で散布される殺菌剤・殺虫剤にも豆つぶ ® 剤の
ラインナップが広がっています。
　夏場の本田防除は高齢化が進む農家にとって重労働になる
ため、簡便に散布できる豆つぶ ® 剤は、農作業中の熱中症リ
スクを低減できると考えます。また、農薬の飛散防止にも有

効です。当社は農家の皆さまとのコミュニケーションを重視
し、人と環境にやさしい薬剤防除の形を提案しています。

ドローンやAIを活用した農薬散布で
スマート農業へのシフトを推進

　農薬の散布方法は手まき、ひしゃくおよび動力散布機での
散布などが中心でしたが、農業就業人口の大幅な減少と高齢
化が進むなかで、無人ヘリコプターやドローン、ラジコンボー
トなど、人手に代わる多彩な散布方法の適用が進んでいます。
特に豆つぶ ® 剤は、軽量で拡散性に優れているため、ドロー
ン散布との相性がよく、稲作の省力化への貢献が期待されて
います。
　クミアイ化学工業は、農業用ドローンメーカー「ナイル
ワークス」に出資し、「空からの精密農業」を推進すべく豆つ
ぶ ® 剤散布に適したドローンの散布装置の開発に協力してい
ます。
　日本の農業がIoTやAIを活用したスマート農業へシフト
する過程において、農薬散布は省力化の効果を実感しやすい
作業です。当社はこれからも、豆つぶ ® 剤のドローン散布に
よるスマート農業の普及に向けて努力を重ねていきます。

水稲除草剤の上手な使い方を
ホームページでわかりやすく解説

　クミアイ化学工業の主力商品である水稲除草剤を有効に
お使いいただくためには適切な圃場管理が重要になりま
す。
　そのため、クミアイ化学工業では、除草剤の効果が高まる
ようにホームページに「安定した除草剤処理層を作るための
重要なポイント」というコンテンツを設けて、圃場管理のポ
イントを解説しています。

クミアイ化学工業が、製品やサービスを通じて持続可
能な社会の実現に貢献するためには、お客様からの
理解と支持が欠かせません。お客様が抱えている課
題の解決をサポートするためにコミュニケーション
の機会を増やし、安心して製品をお使いいただくた
めの情報提供に力を注いでいます。

消費者課題
Consumer Issues
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●豆つぶ ® 剤実績推移

Voice
　稲作を手がけて60年ぐらい経ち、現在は
約2ヘクタールの田圃で稲を育てています。
豆つぶ®剤を使うようになったきっかけは、
友人の紹介でした。畦からのひしゃく散布や
手散布をしており、従来の農薬に比べて非常
に楽だと実感しています。豆つぶ®剤の効果

には満足しているので、もう少し遠くまで飛
ばせるひしゃくがあるとさらに助かります。

豆つぶ ® 剤の使用によって農薬散布の労力が大きく軽減しました。
新潟県糸魚川市 稲作農家　齋藤 孝栄 様

ショキニーR
250グラム

農業用ドローン

エンペラー
豆つぶR 250

アトトリ
豆つぶR 250

スタークル
豆つぶR 250
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クミアイ化学工業は、良き企業市民としてコミュニ
ティとの関わりを尊重し、その発展に寄与しています。
お客様や株主・投資家などのステークホルダーをはじ
め、さまざまな共同体と積極的にコミュニケーション
を図り、本業を通じた社会貢献活動への参画や地域
社会との交流を推進しています。

コミュニティへの
参画・発展

Community Involvement and 
Development

インターンシップによる就労体験

　化学研究所プロセス化学研究センターでは、毎年インター
ンシップにより中学生に就労体験の機会を提供しています。
研究センターでの実習を通して「働くことや仕事とは何か」を
考え、「化学や実験、ものづくりの魅力」を知ってもらう目的
で行っています。実習内容は、工場の排水処理に用いる活性
汚泥という微生物の塊を使った実験と観察です。微生物にエ
サを与えて、高速液体クロマトグラフィー（HPLC）という
機器で有機物分解の様子を確認するほか、顕微鏡で微生物た
ちの世界を観察します。
　インターンシップに参加した中学生たちが、農薬の開発プ
ロセスや会社組織について理解を深め、働くことや化学実験
に興味を持てるようなプログラムを実施しています。

大学への出前授業で農薬について講義

　学部学生、大学院学生を対象に、農薬の基礎、作用機構、
安全性・環境影響、ならびに遺伝子組換え作物(GMO)など
についての講義を行います。これまで大阪府立大学、京都大
学、名古屋大学、福井県立大学、新潟大学、静岡大学、静岡
県立大学で実施しました。静岡県立大学では全学部学生と食
品栄養科学専攻の大学院生に向けて4年間で5回の講義を行
い、同大学の副学長から、有意義だったという評価をいただ
きました。

植樹から育樹の段階へと進む
どんぐりプロジェクト ® 活動報告

　2013年に宮城県で始めたどんぐりプロジェクト ® は、地
域の皆さまと収集したどんぐりを苗木に育てて、海岸防災林
として植樹するというものです。苗木は当社の研究所でポッ
トに植え付けて育成し、宮城県内の従業員およびその家族が
植樹を行いました。現在は3回の植樹活動を経て、育樹の段
階へと進んでいます。
　2019年8月には、前年植樹を行った仙台市荒浜北官林で、
除草作業を実施。草を取り除いた後に、コナラと松の着実な
成長を確認できました。今後は補植活動の予定もあり、継続
して育樹活動を続けていきます。

生物科学研究所の地元、
菊川市の祭典へ参加

　生物科学研究所の所在地である静岡県菊川市では、毎年10
月に秋の祭典が行われます。生物科学研究所は、祭典期間中
に所内を開放して近隣の皆さまと一緒に祭典交流会を実施し
ています。また、ほかにも菊川市の駅伝大会や交通安全、健
康づくり運動などに参加しており、今後も継続して地域の皆
さまに親しみを持っていただけるよう活動していきます。

美里町の祭礼時に駐車場を開放

　宮城県美里町で毎年1月に行われる山神社の「どんと祭」は、
お正月飾りや書初めを火にくべて焼き、歳神様をお見送りす
る地域の伝統的な祭礼で県内外から多くの観光客が訪れます。
小牛田工場では期間中に構内の駐車場を開放し、地域観光事
業の振興に貢献しています。同工場では、近くの高校からイ
ンターンシップを受け入れていますが、参加した生徒から、

「どんと祭で駐車場を貸してもらって興味を持ったので、研修
先にクミアイ化学を選んだ」と言われたこともあります。また、
このほか七五三、安産祈願、「あやめ祭」などの際にも駐車場
を開放して地域との結びつきを深めています。

1日のスケジュール

9：00

10：00

10：30

12：00

13：00

15：30

研究センター見学

研究室紹介・実習説明

実習-1　カテコール分解

昼休み

実習-2　TTC法・検鏡

体験終了

実験風景

育樹活動の様子

「どんと祭」の様子

秋の祭典の様子

＊「どんぐりプロジェクトR」 は東京ガス（株）の登録商標です。
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たつの市の花火大会へ協賛

　龍野工場は、毎年夏に兵庫県たつの市で開催される「龍野納
涼花火大会」に協賛しています。2019年は約７万人の人出で
賑わいました。龍野工場の社宅駐車場は絶好の観覧場所のた
め、当日は夕方から社宅の入居者と近
隣にお住まいの方々が集まり、花火を
見ながらバーベキューを楽しみました。

世界文化遺産、
三保の松原で清掃活動に参加

　静岡県静岡市にある三保の松原は、松林が茂る浜辺から眺
める富士山の景勝地として有名です。2013年には世界文化
遺産「富士山-信仰の対象と芸術の源泉」の構成資産として登
録されましたが、近年、海岸に漂着する流木やゴミの堆積が
問題となっており、県、NPO法人、地元有志会などによる
美化活動を実施中です。
化学研究所製剤技術セン
ターは静岡市の環境保全
推 進 協 力 会 が 主 催 す る

「三保真崎海岸清掃活動」
に参加し、景観を維持す
るための海岸清掃に協力
しています。

花火大会のポスター（上）と
当日の様子（左）

三保海岸での
清掃活動の様子

三保の松原の風景 棚田の除草作業の様子

静岡県でせんがまち棚田の
保全活動を支援

　せんがまち棚田は静岡県牧之原台地の一部で、その面積は
10.1ヘクタール。生物科学研究所の北東10キロメートルに
位置しています。
　日本の原風景を今に伝える美しい景観と、希少な動植物の
生態系を守るため、当社は棚田保全団体「NPO法人せんがま
ち棚田倶楽部」の賛助会員として保全活動を支援しています。
研究所に配属される新入社員は、研修の一環として草刈りや
畦を塗り固める作業を行い、険しい斜面を開墾して自然とと
もに歩んできた先人の努力を体験しています。

クミアイ化学グループのCSR活動
クミアイ化学グループ各社の事業活動の概要と、事業を通じたCSR活動について各社の代表に述べてもらいました。

【設立】1957(昭和32)年6月　【本社所在地】 東京都台東区東上野4丁目8-1 
【主な事業内容】 当社は「緑化関連薬剤・資材事業」「産業用薬品事業」「土木緑化工事事業」の3事業を
展開しています。緑化関連薬剤・資材事業ではゴルフ場、高速道路・鉄道等に除草剤、抑草剤、殺菌剤、
殺虫剤、肥料などを販売しています。産業用薬品事業では製紙用化学品としてスライムコントロール、
異物除去などの工程助剤や機能性添加剤などの薬品を販売しています。また造園工事、公園整備工事、
防災公園工事やスポーツ施設などの芝生の育成・維持管理を行っています。

①株式会社理研グリーン

　当社は、"緑をつくり、育て、守る"ことをモットーに人と自然が調和した豊かな社会の実現を目
指して、これまで培ってきたノウハウと国内外メーカーとの強力な連携により、安全や環境に十分配
慮した高度な技術力に基づく薬品の開発と、幅広い技術サービスの提供および環境緑化工事の施工・
維持管理に取り組んでおります。また、社会の一員として、周辺地域の遊水地の保全・自然再生の
ためのクリーン作戦への参加や耳の不自由な子どもたちの育成、教育を支援するために学校法人日本
聾話学校の後援会会員として協力をしております。　代表取締役社長　清水 等

【設立】1979（昭和 54）年 3 月　【本社所在地】 静岡県静岡市清水区蒲原 5700 番地の 1
【主な事業内容】 トルエンとキシレンの塩素化から誘導される化学製品を中心として、農医薬、染顔料、
樹脂、繊維等の広範囲にわたるファインケミカル分野の原材料を供給することで社会に貢献してきま
した。「顧客に感謝され喜ばれる商品を供給する」「品質・価格・技術力で世界一を目指す」「創造的
思考で新しい価値を生み出す」「顧客・株主・従業員さらに人間社会の幸福を追求する」を企業活動の
規範に全社一丸となって邁進します。

②イハラニッケイ化学工業株式会社

　豊かな現代社会を支える人類の科学技術は高度化し、そのスピードは増しています。反面、環境を
保護して美しい地球と貴重な天然資源を次代につなげることも、今を生きる私たちにとって大切な課
題であります。私たちは、素材を生産する化学産業の中において、無駄のない効率的な生産に努める
とともに、限りある天然資源を最大限に有効活用し、人間の営みと地球環境保護の両立を目指して
限りない挑戦を続けています。
代表取締役社長　山梨 了志

【設立】1975（昭和 50）年 2 月　【本社所在地】静岡県磐田市塩新田 328 番地
【主な事業内容】電子材料向けビスマレイミド類、有機シラン類ほか、農薬・医薬中間体などの各種
有機中間製品の製造販売および研究開発を行う「化成品事業」、さまざまな産業分野で用いられる殺菌
剤、防腐剤および、その技術を利用した温泉消毒剤などの製造販売・研究開発を行う「産業薬品事業」、
微生物の特徴を活かした安全性の高い医薬品原末、飼料添加物などの製造販売・研究開発を行う「バイ
オ製品事業」の 3 つの事業を展開しています。

③ケイ・アイ化成株式会社

　クミアイ化学グループの化成品事業を担う当社は、「顧客のニーズに応え自然と調和した科学を通
じて豊かな社会づくりに貢献します」の経営理念を掲げ、また、CSR 活動としては「環境保全まず
は地域との共生から」のもと、環境汚染物質を分解する製品の研究および製造、海岸清掃、公益法人
主催の山林ゴミ拾いへの協力、植樹の活動を通して自然環境の保全に努め、環境と生産活動との調和
に配慮した企業活動を行っております。
代表取締役社長　早川 正人

Voice
　菊川市倉沢の棚田「千框」は戦国時代から
四百数十年の歴史と、日本の原風景を今に伝
える貴重な財産です。年々荒廃していく棚田
を保全して後世に伝えようと 1994 年に活動
を始め、今年で早 25 年、若かった私たちも
年々負担が大きくなってきました。そんなな

か、クミアイ化学工業様には心暖まるご理解
とご支援を賜り、毎年４月には新入社員の皆
さんにお手伝いいただき、心より感謝してい
ます。体力の続く限り、棚田に隣接する世界
農業遺産の茶草場も併せて守っていこうと
頑張っています。

日本の原風景を後世に伝えるために棚田保全は非常に重要です。
特定非営利活動法人 せんがまち棚田倶楽部　理事長　山本 哲 様
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クミアイ化学グループのCSR活動

【設立】1962( 昭和 37) 年 8 月　【本社所在地】 静岡県静岡市清水区渋川 100 番地
【主な事業内容】 物流事業においては、引火性液体である第４類危険物をはじめとした特殊危険物や
毒物劇物などを取り扱う特殊物流サービスの深耕に努め、特殊物流のノウハウと設備基盤、社員資格
を最大限に活用し安心・安全な物流サービスを提供しています。産業廃棄物事業においては、環境関
連事業の重要性を認識し、適切な産業廃棄物処理を推進するために、コンプライアンスを重視した産
業廃棄物総合コンサルティング事業を展開しています。

【設立】1949（昭和 24）年 6 月　【本社所在地】 静岡県静岡市清水区長崎 69 番地の 1
【主な事業内容】 総合建設業においては、静岡県内を中心に公共民間を問わず建物の建築や土地の造
成、道路の舗装や上下水道の敷設など、さまざまな工事を手がけています。また、発泡スチロール
製造販売業においては、国内４か所（静岡、千葉、福島、宮城）に製造拠点を設け、魚や野菜を入れ
る箱、家電製品の緩衝材や部材、建設工事で使用されるブロックなどの製品を製造し全国に販売し
ています。

⑦株式会社クミカ物流④イハラ建成工業株式会社

　当社は、物流サービスの品質向上を通じた顧客満足度の向上、および複数のお客様の貨物を
1 つの車輌にまとめて混載・配送する「共同配送」、地球環境負荷低減のためトラック輸送に比
べて CO2 排出量が少ない鉄道・フェリーを使って貨物を輸送する「モーダルシフト」の推進に取
り組んでいます。また、地元農家の皆さまから直接仕入れた地産野菜の販売とレストランの運営を
通して、地元農業の活性化に貢献しています。
代表取締役社長　平林 義則

　当社は、総合建設業と発泡スチロール製造販売業を通じて地域社会の発展に貢献しています。公共・
民間工事を通じて人々がより暮らしやすい環境の整備に取り組んでいます。また、発泡スチロールは、
省資源かつリサイクル率が高く地球環境にやさしい素材です。私たちはこれからも資源と環境の未来
を見つめ、より社会に貢献できる企業を目指してまいります。
代表取締役社長　杉本 金市

【設立】1975（昭和 50）年 7 月　【本社所在地】 東京都台東区池之端 1 丁目 4-26
【主な事業内容】 クミアイ化学グループ各社からの受託データ処理、統合基幹業務システムの導入支
援などの情報サービスを中心に、ソフトウエアの開発および販売、情報処理機器・事務用機器・理
化学機器の販売などを手がけています。

【設立】1972( 昭和 47) 年 10 月　【本社所在地】 広島県尾道市長者原二丁目 160 番地
【主な事業内容】 農薬（粒剤、水和剤 等）を製造し、クミアイ化学工業のほか、国内農薬メーカー各
社に供給しています。また、包装および農薬原料の粉砕、混合を中心に工業化学品（樹脂添加剤、
無機化合物、混合飼料 など）の粉砕、混合、ふるいがけ、小分け包装など、優れた技術をグループ
内外のお客様に提供してい ます。

⑧ケイアイ情報システム株式会社⑤尾道クミカ工業株式会社

　当社は、クミアイ化学グループの一員として、同グループの行動指針「社会への奉仕、創意工夫、
積極にして果敢、理解と信頼」を社訓に掲げ、法令を遵守し企業倫理に沿った透明で公正な企業活動
を行っています。統合基幹業務システム導入支援・プログラム開発・ネットワーク構築をはじめとす
る幅広い情報サービスを提供することにより事業のIT化を推進。グループ各社の業務効率化を実現
して、働き方改革に貢献しています。
代表取締役社長　高木 誠

　当社は、1972年に尾道市にある長者原工業団地の一角に設立されました。クミアイ化学工業から
農薬を受託生産するほか、農薬の粉砕混合技術を応用してクミアイ化学グループ外のお客様より粉砕
混合加工品を受託生産しております。
　自然環境との調和および地域社会との共存を図りながら、独自の加工技術により農薬や工業化学品
素材を供給することを通じて、広く社会に貢献しております。
代表取締役社長　髙橋 一

【設立】1973（昭和 48）年 3 月　【本社所在地】 東京都台東区池之端 1 丁目 4-26
【主な事業内容】 東京都台東区の本社と、静岡県内に 3 か所の営業所と東海工場を構えています。第
一事業部（化成品製造・卸部門）は、一般工業薬品の小分け製造から自社配送までを行い、独自製品
である重金属処理剤を販売しています。第二事業部（人材活用部門）は業務委託、専門技術者の派遣、
環境整備や社員福利厚生事業、セキュリテイ事業など、幅広く「技術」と「人」に関わる諸問題を解決
するための事業を行っています。

【設立】1943( 昭和 18) 年 11 月　【本社所在地】 静岡県静岡市駿河区中吉田 14 番 35 号
【主な事業内容】 日本印刷工業は、1943 年に創業し、親会社であるクミアイ化学工業の製品用の包
装資材のほか、飲料、食料品、化粧品、工業品のパッケージ、一般印刷物など幅広い分野のパッケー
ジ、包装資材、印刷物を提供しています。創業から 76 年、お客様と強い信頼関係を築き、大切な
商品を保護するパッケージの製造のみならず、印刷に係るノウハウに裏打ちされた、質の高い印刷
物を供給しています。

⑨株式会社ネップ⑥日本印刷工業株式会社

　ネップ（NEP：Nippon Environmental  Protection）は商号でも示しているように「環境保全の
会社」として「エコアクション21」を取得。地球環境の保全および食の安全・安心を重要課題と捉え、
環境保全関連製品の提供、分析・測定・調査・販売を行っております。人材派遣事業においても環境
教育などの指導を徹底するとともに、労働環境の多様化対応と効率化を推進しています。また、地域
社会への関わりとして、NPO法人「鎮守の森を育てる会」などへの活動支援を行っています。
代表取締役社長　丸山 春樹

　企業の社会的責任を果たすため、廃棄物の減量化、資源化を図り、製造工程から発生する廃棄物の
細分化と品質管理の徹底に取り組んでいます。また地域自治会と協力し、地域の子どもたちのサマー
スクールの開催や、地域のお祭りに参加するほか、緊急時防災備品を地域住民と共有化すべく備蓄品
の強化を図っています。また、支援学校の職場実習も毎年受け入れるなどCSR活動に努め、静岡市
からCSRパートナー企業として認定を受けております。
代表取締役社長　堀江 良彦


